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高知県四万十帯北帯 (白 亜系)の放散虫化石

岡  村     真*

(1980年 10月 15日 受理)

I.は しめ に

敏散虫化石の層位学における重要性は,最近十数年

=こ
飛躍的に向上した。それは60年代末から70年代に

■・けて公表され た,DSDPに よる FoREMAN, ルー

Tニ ア に お け る DuMITRICAや カ リ フ ォル ニ ア に お

~る PESSACNOら の一連の研究が基礎的役割を果し

てきたからである。これら放散虫化石による時間尺と

て́の精度が向上するにつれ,特に海洋 。大洋プレー

衝ヽ突 (も ぐり込み)型の大陸縁辺域の地質学的な研

tこ も大きな役割を果そうとしている。これらの地域

で時に放散虫化石の重要性が認められるようになった

理由に放散虫の特性―一つまり微化石一般の特性であ

:凡世界的に分布し,産出個体数の多い事に加え,珪
最設のもつ機械的化学的作用に対する強じんさ一―に

よる所が大きく,従来 無`化石″と信じられた地層か

らも多量の保存の良好な放散虫化石が得られるように

■った。この事にはまた弗酸法をはじめとする処理技

■D進歩も大きな貢献をしているところである。

一方四万十帯における化石層位学的研究は中世古ら

1979)に よる指針が示されるまでは,散点的に大型

ヒ石が発見されるにとどまり,系統的研究は不可能に

こかった。しかしながら放散虫化石は前述のとおり四

=十
帯の時代論を進めるに当り系統的に検出出来る数

多い化石の一つであり,陸源の砕屑岩,チ ャート,石
二音や凝灰質岩をとわず豊産する・むろん堆積時に,

三た堆積後に構造的にじょう乱を受けている四万十帯

こおいては,化石種をつかって系統関係を論じたり分

手をするといった基礎的研究は原則的には不適当なフ

.― ルドであり, したがって想定される様々な堆積場

からの試料からは,化石層位学の応用の一面である時

七論を論ずるにあたっても多くの限界がある。

以上の限界をふまえ本論では,高知県下の四万十帯

t書の堆積時代を知るために,陸源砕屑岩が卓越し四

・ 高知大学理学部地質学教室

万十帯の名のおこりでもある四万十川流域における縦

断ルートで調査を行った。メランジェについては月見

山,手結,横浪,安和,久重興津の各地で採集した試

料について産出した放散虫化石について予察的に述べ

本研究にあたって当初からフィールドを御案内いた

だき,四国四万十帯について多くの研究の蓄積を御教

示していただいた高知大学甲藤次郎教授に厚く御礼申

し上げます。また大阪大学中世古幸次郎博士,西村明

子嬢には, 放散虫化石について初歩から御教示を受

けた・ 高知大学田代正之博士・平朝彦博士には, 日

常的に討論をお願いし,本論の調査に当っても共同の

研究作業を行っていただいた。高知大学満塩博美教授

には, sEM使用に関しお世話になった。 また高知

大学の卒業論文作成を通じて四回生諸氏とくに青木隆

弘 (手結・月見山)、 山内守明 (樗原)。 小林隆教 (大

正)・ 嶋村清 (中村 。有岡),佐 々木理恵 (大山岬)・ 松

久保裕二 (興津 。久重)。 中野啓二 (大栃)・ 藤村雄治

(試料作製)の各氏には多大の御協力をいただいた・

また本研究の一部には文部省科学研究費補助金総合研

究(A)334043を 使わせていただいた。以上の方々の

御援助に感謝いたします。

Π。研 究 方 法

a・ 試料の採集と処理方法

試料の採集は四万十川流域では,砂岩頁岩互層中の

頁岩部,赤色頁岩や多色頁岩,灰緑色凝灰岩から行っ

た。また メランジェにおいては上記岩相の他に, 塊

状チャート,層状チャートをあわせて採集した。採集

した約 l kgの 岩塊は,処理室内での 汚染をさけるた

め採集地点において親指大に小割りした。採集した試

料は 300ccポ リエチレンビーカーに半分目ほ どに入

れ, 3%および5%弗化水素酸により24時間ないし36

時間放置した。上澄みの廃液は,石灰水で中和後タン
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Fig. 3.  SampHng sites in Tsukimiyama.  The samplc numbering scheme foHo、 vs

as TUK-2, 10,… .

第 3図 .月 見山における試料採集地点.サ ンプルナンバーはTuK-2,10と 表わす。

クに貯えた・サンプル表面の腐食部分はシャワーにて

洗い出し80メ ッシュと200メ ッシュ間の残澄をシャー

レに移した。シャーレはも、た付きのまま電子レンジに

て乾燥させ,管 ビンに保管した・管ビンに一たん保管

した試料は,実体顕微鏡による観察の後金蒸着し走査

型電顕で,ま たエンランニューで封入した試料は,光

学顕微鏡による観察に使用した。放散虫の保 存状態

は,処理 1回 目より2回 目以上の処理をへたものの方

が良く,ま た多数の個体数を得る事が出来た・

一般にチャートからは多量の放散虫化石が得られる

が保存は不良で,個体数は少ないものの灰緑色頁岩や

赤色頁岩からのものは保存が良い・

b・ 時代決定の方法

四万十帯においては,当初より放散虫の精度から考

えて堆積物の堆積時代を階 (Stage)の レベルで 決定

出来る事を目標とした。しかしながら四万十帯の放散

虫,特にチャートから産出するものについては多くの

再堆積物が含まれる事が明らかになり,出来るだけ多

くの個体を観察する必要があるが,経験的には数百個

体以上の産出をみるものにつき,時代論的検討が加え

られるべきであろう。また再堆積による時代判定を誤

らないために,最も出現の新しい種によって検討を行

う事とした。時代の検討は複数の種の共存帯 (CO財

current range)に より時代幅を求める方法をとった。

この方法は構成種の岩相による差異や保存状態の影響

を Assemblagc Zoneに よる時代判定より少なくみつ

もる事ができるが少なくとも5種程度以上の同定が=f

能な場合において階 (Stage)レ ベルの時代の検討i

出来るようになった。

Ⅲ.四万十川流域の放散虫

陸源性砕屑岩の卓越する四万十川流域において放象

虫の多くは,灰緑色～灰青色頁岩および赤色頁岩よι

産する。以下北部の須崎層より南部の中村層にいたこ

主要産出地点について, 1・ 5万分の 1地 形 図 に ょ

る産出地点・ 2・ 産出岩相・ 3・ 周辺の地質・ 4・

放散虫化石群集の順に述べる・ 各地層の定義は甲曇

(1980, 本巻中)に従う.(第 1図 お よび第 2図参

照)

a・ 須 崎 層

YH 105

1・ 高岡郡躊原町初瀬の沢
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高知県四万十帯北帯 (白 亜系)の放散虫化石

1・ 赤色頁岩をパッチ状に配する,いわゆる ｀
多色頁

岩
″
中の淡緑灰色頁岩 (厚さ約 100m)中の 1サ ン

フ

゜

ル

3・ 須崎層A部層の泥質岩優勢互層で,そ の成層状態

.ま 整然としている・付近には白色凝灰岩が多く観察

される。

`・
全体的に保存は不良で 同定 可能な種は少いが,

Pャ″′ο′:ctyο ″ ル′α ′sa“′ο″αι″Oσφ た′α (SQUINA‐

30L)の 特徴的な外部形態はよく識別できる・他に

1″′力́ ッ″グα21s′οσ々J(CAMPBELL and CLARK),

1‐r力αιοグたりο″ブ′″α sp., P′α″ ο″οσαryο ″ 222α  Sp.

ご
=が

認められるが, 細い表面装飾は, 溶脱作用の

こ́うよく観察できない。他に少数 (数%)ではある

1l Stα ″″οグοrαs sp.Asι rοσ′″tr″s spな どの Upper

T●assic formを産する・

中間 (Nakaida)-05,山内守明氏採集

1‐ 高岡郡棲原町仲間四万十川右岸

1_き わめて連続性のよい赤色頁岩 (厚さ150m)中
.31サ ンプル.採集地点では緑灰色泥岩中に赤色頁

署が配したいわゆる ｀
多色

″を呈する。

YH 105と 共に赤色頁岩中の放散虫は偏在して保

存され,一枚の鍵層の赤色頁岩中においてもその

産状はさまざまである)・

3‐ 須崎層A部層に属し,地層の連続性は良く, この

試料を採集した赤色泥岩は,一部灰緑色泥岩をとり

こみながら良い鍵層となっている・

`‐
産出個体数は多いが, 種の多様度は低く, PS′ ″‐

=″
ゴοrDjοπ″″α′砕α′ο″ασ″D“,力α′α (SQUINABOL)

二 ″グοσ4ッタ′οια″ ″772 ιαあ ″J DuMITRICA 力` 多 く

みられる他, まれに abdomenに トゲ状の空起をも

,た Kοz%だ″″ zJηノαゴPESSACNO が特徴的な

形態を有し判別される・ PESSACNO(1977b)に よ

こば,K.zJ″ gJα ゴはそのrangeが Albianで ある

こされ, また κ. ガ″gJα グConcurrent range Zone

Zone 7)を 規定 す る種 で あって, その時代 は

」bianと される・一方, Calrorniaに おいて,P.

_●どοπα″οσ″力α′α は CenOmanianに限られて

三し,Z.2レノαゴと共産しない.〃.らαrみ″Jも ルー

マニアで|ま Up.Cenomanianか Low.Turonianに

こするとされ (DuMITRICA, 1970), PESSACNO

1977b)の Low.Cenomanianに 限られるとされ

こ見解と異っているが, これも Z.χルノαJと 共産

丁る事はないとされている。仲間 -05において,

以上の 3種が共産する疑間はK.2J″ノαJが 上部層

へ再堆積していると考える事によって消えるが,古

生物地理的に κ.2J″ノαプが CenOmanianま で延

びてきてもそれを否定できないように思える。以上

より現段階では, この試料の時代は Albian～ Ceno‐

manianと 考えられる・

HGA 16

1・ 高岡郡榛原町佐渡,佐渡ダム下流左岸

2.泥岩優勢互層中の黒色泥岩

3・ 露出不良のため正確な層位関係は不明であるが,

須崎層 B部層に含まれると考えられる・

4・ Aκたα′οψο″g´′″″″″ ノ″)ο″た″″ NAKASEK0
and NIsHIMURA, 1979

■κたα′οψο″働′r″″″″ Sp.

P′α
`σ

ο″οοaryO″″α Sp.

が少数個体観察される・

NAKASEKO and NIsHIMURA(1979)に よれば

■.力′ο″Jσ″″ は二重県志摩と徳島県土佐町の三宝

山層群より報告されているもので,そ の時代は随判

する上部三畳系の 放散虫群集より判断して Upper

Triassicと される・

四万十川流域に分布する須崎層A部層から産出し

た試料 3点のうち 2点までが, Up.Triassicの 再

堆積した種を含む事は,須崎層A部層に不偏的な事

象のように考えられ, この堆積の場を考察する上で

重要な事実であろう・

TM 34a,山 内守明氏採集

1・ 高岡郡樗原町中平樗原川右岸

2・ 黒色頁岩中の灰緑色頁岩の厚さ 40 cmの 薄層・

3・ 泥質岩優勢互層から成る須崎層 B部層

4・ 保存は良くないが,処理過程で 200メ ッシュ上の

残澄の ほとんどは 放散虫である。その中で ″ο′ο―

″″′οεα″″″ ια力″ゴDuMITRICA と, 特徴的な

cephaliS と thOrax をもつ PS′″′οグJσクο″力rα

ハ′
“
′ο″ασ″οσc′λα′α (SQUINABOL)が

'記

らオ1, そ

の時代は Low.Cenomanianと 考えられる。

須崎層A部層の放散虫は保存の悪さともあいまっ

て,いずれも種の多様度が低い事が特徴である・

TM 41a,山 内守明氏採集

1・ 高岡郡樗原町中平北川川樗原川合流点

2・ 灰緑色泥岩

3・ 須崎層 B部層の泥岩優勢砂岩泥岩互層
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4・ 残澄のほとんどは放 散虫 に よ って 占められ,

′ノαπttο″ノαのスポンジ状装飾や Nωたル″Sの

網状装飾も残っており,比較的保存が良い・

このサンプルは,

7乃Lα″α″α ′%′ σλ′α (SQuINABOL)

NOυ J″ ゴ

`%s sp. A (by PESSACNO, 1977b)
Aroυブα″%sπ″ααグリゴ″J PESSAGNO

Hdοσ′ック′ο
`α

ηび″π ια′らzJ DuMITRICA

〃 . ク タsιrsι 2tsゴs PESSACNO

′ノrα″ J´ο″ノ α ノ αSσοσ々 ′″sお PESSAGNO

Tんα″α″´ υ′″′
`α

(SOUINABOL)

等の種によって占められ,須崎層の他のどの試料よ

り種の多様度が大きい。また上記の種のいずれもが

そのレンジが Lower Cenomanianに限られるもの

である・

HGA 20

1・ 幡多郡大正町下津丼北方樗原川左岸

2.黒色泥岩厚層中の赤色頁岩層・厚さは約10m.泥

岩と赤色頁岩は明瞭に境され接する。

3・ 下津丼層上部 の試料であり, その走向は須崎層

が N50°Wで あるのに対し,本層は N50° Eであ

り大きく斜交している・地層は弱く変形しており,

多くの泥岩は phylliticな 性質を示す。この試料は

厚さ約 10mの赤色頁岩であり, 下部 (南側)は泥

岩と明瞭な境界をもって接するのに対し,上部 (北

側)|ま 灰緑色泥岩を伴い泥岩へ漸移的に移りかわ

る・

保存は四国四万十帯から産する放散虫の中で最も

保存が良く,種の多様度も大きい。

シο″́ グJSιαι′αに属する諸属 A′ルυ′″″,Ps′ %′ο―

α″″′んαο%S,Pαれ′め′α
“
みJ%π ,C′″ι″′α,Aκ力α

`ο

―

,ο″g9ク′%″
“
″,シο″″Sα

`″

′″″%Sが 多く目立つ・

0ッ″οσ
`′

んα′た あるいは Cry′ιο′たο″ασブο Nαss″た‐

′′αは産しない・

時代的な考察に有用な種は, PESSACNO(1976)

の zone marker となっている。A巌″Jα物 多′′ο_

″のグ(WHITE)があげられ,HGA 20の 試料には,

spineが残っているものも観察 され,Aルυノ″″ 属

の種の決定を可能としている・

一 方 ,  Pα
`″

ブレ ασσλJα″  ′α″ sο″ビ PESSAGNO

や  め ο″″ Sα

`α

″″ル ″s ″′́ ′たπS(CAMBELL and

CLARK)が共産することより,そ の時代は Cam_

panian,そ の中でも後期と考える事ができるであろ

つ。

HGA 21

1・ 幡多郡大正町下津丼南棲原川左岸

2.無層理塊状赤色頁岩

3・ 下津丼層中部の泥岩優勢互層中の赤色頁岩・赤色

頁岩は Phyllitic泥 岩中に扶在し厚さは約4mで す

る・その中で試料の採集は多数行なったが,そのは

の一点から時代決定に耐える放散虫を産した・

4・ 処理残査は, フレーク状の頁岩が多くみられる庫

で,放散虫の個体は少く保存も悪いが,A′ルで′″″雷

では spineの残った個体も見受けられ, PESSAC

NO(1976)に よりZOne makerと なるkey speciぃ

である事を考察に入れ, 随伴種とともに時代的考

察に使用 した・ 産出種 は, A′″υJ″″ 多′′οつの1

(WHITE)と A′″υJZ″ 夕″αθttJJοω αッグPESSACN(

の共産関係が認められ両種の共存時代は Santoniar

に限られる・他にはDたりο″プ
`′

αル′ποSa souINA

BOL PS′
“
′οα″′9クみασαS Sp, Aπクみψy22グαα Sιοε々f_

Prα′σο″ο
`α
ッOπα Sp・ を産しいずれも上記の時″

に生存しており矛盾しない.

TM 20

1・ 幡多郡大正町下津丼南樗原川左岸

2.無層理赤色頁岩および灰緑色頁岩中に赤色頁岩1

混在する岩相

3・ 久礼メランジェ相当層(?)

赤色頁岩は,南部は黒色頁岩と明瞭な境をもって,

厚さ20mで 分布している・赤色頁岩の上位 (北部

はしだいにマダラ状に灰緑色頁岩を挟む よ うにな

り,灰緑色頁岩は砂岩と接する・放散虫は,赤色戸

岩および灰緑色頁岩の双方から産するが灰緑色頁
=

は,個体数が少く保存は良い・赤色頁岩の産出はそ

の逆である事が多い。

赤色頁岩を配する黒色頁岩は, 厚砂岩から始
=

り,砂岩優勢互層,生痕を多く含む泥岩優勢互層二

順に累重する最上部に位置する事が観察される。こ

の一サイクルの厚さは,100mか ら500mの厚さそ

もつ。

4・ 灰緑色泥岩中より産する放散虫は,比較的保存■

良く,■′ブωJ″″ もSpineが残っているものがあり

A.″α′″″οωのプ と同定される。その他, 0、′

ιοα″クたοrttα ψんα′rびσα (WHITE) S9″ゴ″αらο″″"

‐_rtJ

`=“
yο :

鉤つ″″
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高知県四万十帯北帯 (白亜系)の放散虫化石

ル SS〃お (SQUINABOL), Dictyο ″力″ sp.,Pャ″′ο_

ピJσクο″″″ Sp.A″ 力́ y″′α″ sp.,Aκんα
`ο
′た。

rvο″″″ sp.等を産し, 不明確ではあるがそれら

の共産関係からConiacian前後の時代を示すものと

考えられる。

HGA-23

1・ 幡多郡大正町木屋ケ内北方榛原川左岸

=・
無層理赤色泥岩

]・ 久礼メランジェ相当層(?)

敏散虫を産した無層理赤色泥岩は,厚さ約10mで ,

有部を中粒砂岩と接し,北部は,灰緑色泥岩に境さ

れる。灰緑色泥岩は北方へしだいに黒色泥岩に変化

する。周辺の砂岩および泥岩の互層は,比較的整然

としておりこれらの赤色岩も中津川砂岩へ追跡され

る。この付近に分布する厚い泥岩は,赤色泥岩を配

したり灰緑色を示す事が多く散在的に放散虫を産す

るが,いずれも保存が不良で個体数も少く時代を決

定するには至っていない。

`_放
散虫の保存は良好で,SPUMELLARIAの グルー

プでは,A巌裂Jππ ″″οώ タゴ(WHITE)SantOnian

Uヽp. Campanian, Pャ ″グοα″′9′λαι″S′ο″ャ″StS

PESSACNO, Santonlan― Up. Campanlan, NA_

SELLARIAの グルー プでは,A″ ″ヵ燿′α″ S`οο々ブ

CAMPBELL and CLARK), Dicり ο″力″α ″
“
ルガσοs

嗜 α ZITTEL、  A″ 力́ y″′α″ ノ′

`″

″α (NAK.&
IヽS.), P″′σο″οιαryO″πα ″″」υ′rsα PESSAGNO

等がみられ,いずれもSantOnianか らUp.Campa_

nianを 示すと考えられるが, I● Jοσryprοσα″ゴ″″

".切
′″″″ο″ sp・ 等の Albianの 再堆積と考え

られるものも含まれる。また,Crzιι′′α ιασル″sお PE_

漱 GNOと 同定される種も含まれており, これは,

PESSACNO(1976)に よれば,Aん″Jz″ 黎″あ″222

2one,Turonianと され,今後に問題を残している.

Ta-9,小林隆教氏採集

1‐ 幡多郡大正町田野々北方棲原川左岸

=‐
帯緑色黒色頁岩

〕‐野々川層 B部層,砂岩優勢砂岩泥岩互 層 か らな

つ,四万十帯の中では最も整然と堆積している。本

試料の採集された泥岩は,厚さ150～ 200mで ,単層

としては野々川層中で最も厚い。本層は赤色泥岩お

よびそれに伴う灰緑色泥岩の産出はまれである・

3_IPL岩 中の保存状態一般の例のように,産出個体数

は少ないが保存は良好である。個体数 200～300個

は,弗化水素酸処理を数回くり返す事により容易に

得られる。

主要種は, type specimenよ り, 平たい殻を有

する,A滋裂J″″多″οωりJ(WHITE),Pα′″′あ″σ‐

οたJ″″ cf. ″″Fsrゴ PESSACNO, A´σたα′aspο″gapr″ _

″″π 力
“
り,PESSACNO等 の SPUMELLARIAの 各

種と,他 :こ Pκ″οα″′″たασαS sp.M″ rοsιゴα′ο
`″

磁

Sp.等がある。共存する期間は Santonianな いし

Carnpanianと 考えられる・

Ta 80-1,小林隆教氏採集

1・ 幡多郡大正町屋敷の沢上流      i
2・ 無層理帯緑色黒色頁岩

3・ 野々川層 B部層・前述 Ta 9の頁岩単 層 に対比

される厚さ約150mの 厚 頁岩単層・野々川層 B部層

は砂岩優勢互層からなり,比較的整然と北傾斜北方

上位で累重する・

4・ 保存も良好で,個体数も非常に多い。

主要な種は,

A′Jω J″″ 多 JJοωαyJ(WHlTE)

L. Santonian― U. Campanian

C“ηyο″″α (?)″οグのα PESSAGN0

u. Campanlan

Pャ
“
′οα″′apたασ″srルとdJ PESSACNO

U. Campanlan

3J,力 ′́″οι
`′

力α″J″α Sp.

u. Campanian～ Maastrichtian

他に

Aκλα′●spο″gap″″″″ sα′″″ゴPESSACNO

L.Campanian.

A″
"ψ

ん″y″′αt Sじοι々J(CAMPBELL and CLARK)

Dたりο″″″ メ
'r″

οSa souINABOL

勒 ″gaSαι″″″J″

“
S Sp.

等が産出し,丸い外形は PS′″′οα
“
′″力́ι″Sルηιゴ‐

σ″′α′zs(WHITE)に 似るが, 3本の spineを有す

る Pヤ″グοα″′″たα
`″
S Sp.A. も含まれ,そ の時代

はほぼ Up.Campanianに限定 して考 え られる。

以上の放散虫の他に,同 じ野々川層 B部層に産す

る大正町津賀,昭和、陰地の各地点よリルο″″″″s

らαたた
“
s`9y″ Oα″″s NACAO and MATSUMOTO

が得られており, これらは Campanianの 示準化石

とされる (甲 藤・ 田代,1979)。 四万十帯において

は,ほぼ同層準と考えられる地層より軟体動物化石



岡村 真

と微化石が産する事はきわめてまれな事であり, さ

らに異なった分類基準によって考察された時代論が

一致した事は,特筆に価するものである・

HGA 26

1・ 中村市大用北方住次郎喜田郎谷

2.灰緑色頁岩および砂岩を挟在する赤色頁岩

3・ 野々川層A部層・野々川層A部層は B部層にくら

べ泥岩の優勢な互層で特徴づけられる・泥岩にはさ

まれた赤色頁岩は,灰緑色頁岩を伴い,その厚さは

厚いもので10m内外であるにもかかわらず,岩相の

側方変化は少なく,数 km隔たった沢 の各所で追

跡観察される。赤色頁岩中には多数の両錐形の自生

石英が弗化水素酸処理後のサンプルに見られる。

4・ 赤色に着色され,保存の比較的良好な放散虫を合

むが,種の多様度は低い・

主な種は,

Aηψたわy″′α
“

s`οοたノ(CAMPBELL and CLARK)

A′ルυルπ 多″οωり′(WHITE)

Dたりο″″rα ル′″οSα SQuINABOL

Ps′π′α%ι

"ん

αο″sノο″彰ηSびS PESSAGNO

などで,ほぼ Santonian ないし Campanianの 時

代範囲と考えてよい。

大用メランジェ帯

HGA 27

1・ 中村市大用北方後川左岸

2・ 砂岩,せん断された頁岩中の赤色頁岩部

3・ 大用の集落から北方へ後川に沿って,枕状玄武岩

とせん断された頁岩,砂岩および赤色頁岩等が不規

則1に 分布する。このスケッチおよび岩相についての

記載は平他 (本巻中)に詳しいので略する・

4・ 赤色頁岩を多数サンプリングしたに もか か わら

ず,放散虫の保存は不良で,個体数も多くない.し

かしながら溶脱に強いと考えられる PS′π′ο′たクο_

″グ′″ ハ′α′ο″ασrοσ″たαノα (SOUINABOL)及び

″ο′ο

“"″

οσα″″″ みα″レJ DuMITRICAは 普通に

見られ,HGA 27の 時代は Lowo Cenomanianと

考えられる・

他に放散虫を産した地点を列記し,岩相と主要種

をあげる。

a.OU 31赤色頁岩

P,α′οα″′9′λασ″S sp.

A″あわy″グα″ Sp.

Dたりο″J′″ Cf.far″ のα SQUINABOL

b.OU 33赤 色頁岩

DJσクο″″″ Cf.メ9r″οSα SOuINABOL

c.OU 07灰 緑色頁岩

Dゴσクο″″″α Sp.

Ho′οσ″ックιοσα″ゴαπ sp.

d.OU 06灰 緑色頁岩

″ダοεrυ,οοα″JZ″ ια′ら″J DuMITRICA

Dゴσクο″″″ Cf。 ル r″οSα SOUINABOL)

e.OU 15黒色頁岩にはさまれた灰緑色頁岩

Ho′οσ4ック
`ο

σα″′″″ sp.

AS9″ J″αらοノノπ″ sp.

Pャ%′οα%′ 9クλασαS sp.

A′″υ′%″ sp.

Hθ″″rypι οσ″ sα (?)Sp.

W072,嶋 村清氏採集

1・ 中村市伊才原後川左岸

2・ 厚砂岩層中の黒色泥岩のはさみ中に含まれる炭肇

マンガンノジュール

3・ 中村層上部の黒色泥岩のはさみで,一般走向は.

ほぼ N60W, 傾斜は約 50Nで ある。なお,こ _

地点より南へ約 500mの 場所には厚さ約 10mのすF

岩が露出する・

4・ 産出する放散虫は保存が良くないが,個体数は1

い・種の識別が可能なものは,

A′′ゴ″J″″ ″″οωりが(WHITE)

Cr"りο″″α (?)″οグοSα PESSACNO多産

Aηψんな夕ηグα″ s`οο々J CAMPBEL and CLARK

Dたりο″″″αル r″οSα SQuINABOL

他 :こ

Cr″σ′″α sp.,Pャ″グοα″Z9′λασ
“
S Sp., Aκた″

,οπ夕′r″″α″ sp.,Dたりο″″″ Sp.,0めたz′ iFr

,″α sp.等が産する。

Crο″yο″″α (?)″οグοsα PESSAGNO の産ニ

だけから時代を述べることは,四万十帯における奎

者の原則に反するが, 他に再堆積種と考えられ i

個体が みられない事, この種が 多産する事, ま■

A′′′ωJ″″ ″′′οりのグ(WHITE)と 共産し矛盾し1

い事等から判断してこの試料の時代を Campanta‐

と考えてさしつかえないと思われる・

W079,嶋 村清氏採集

1・ 中村市牛打後川右岸
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高知県四万十帯北#(白」F系 )の放散虫化石

砂質泥岩                     3・
‐中村層上部は砂岩優勢互層で占められ,地層は弱   4・
t,構造的擾乱を受けている。

二 保存はやや不良ではあるが,個体数は多い。

DJο″οπ ′″α 」あ物 οsα SQuINABOL

A“pん″ッ22′αχ s`ο oた J CAMPBELL and CLARK

ま普通に産 し,

Ps′″グοαα′9,た αε″S′ιηιた″′αι″s(VVHITE)

ままれである・

中村層下部の黒灰色塊状泥岩

産出した主要種は次のとおりである・

Attψわかッ″′α″ S′ οσ々 どCAMPBELL and CLARK

P′α′εο″οιαryο″″α ″″がυ′rsα PESSACNO

Pwαグοα″′9クんασ″Sノο″ s″ SプS PESSACNO

P 夕″ ″7ο″ Sη Sお PESSACNO

Ar′οs′ ′Oιゴ″π sp.

個体数の多いわりに保存が良 くないため,短い時代

幅で堆積時期を推定できないが,ほぼ COniacianな

いし Campanianと 考えれば 矛盾は ないようであ

る Cenomanianそ の他の時代の再堆積種等はみら

れない .

TN 122,嶋村清氏採集

1・ 中村市鮎の沢工業団地横

2 スランプ構造を示す泥岩

3・ 著しいスランプ構造を示し,強 くせん断された泥

岩を主体とする有岡層に属じ地層の走向,傾斜等は

測定不能・有岡層中には新鮮な砂岩も露出し,そ れ

らの砂岩の延びはほぼ N50■ を示す。また,そ れ

らの砂岩中からは ルοε′″α″″s力″ηブ22ルηSゴS NACA0

and MATSUMOTO,/li痕 化 石 Z″ り ε″S Sp.を 産

する (甲 藤・ 田代,1980).

4・ 放散虫は比較的保存が良 く,個体数も多いが,注
目すべ き事は DJσヶο物びιrα ル″sたοs`αια (?)PES_
SACNOお よ び D.″ ″′ιたοs′ 4′ α zITTELに 同 定 さ

れ る も の が 産 す る 他 , NASSELLARIAの 他 ,Pκ ″_

`ノ

οα 2r′ 9′ 力αε″S ノο″ S′ ″SがS PESSAGNO, A′ ″υゴz′″

Sp.等 の SPuMELLARIAが 産 し, 時 代 は ほ ぼ

Campanian と考えられるが,数個体であるが, 同

心円状構造をもち, Sク」οι″οσ力″s sp.に 同定され

る 放 散 虫 が 得 られ 、 これ らは SANFILIPPO and

RIEDEL(1973), RIEDEL and SANFILIPPO(1974)

等によれば明らかに Tertiary formで あり, これ

までに Cretaceousか らの報告はない .

以上の事から前出の Cretaceous formは 再堆ri

llの可能性もあるが,現在までの放散虫に関する研

究においては Cret./Tert.境 界についての報告が

少く明確なことは不明である。しかし,有岡層の少

くとも一部は第二紀に堆積した可能性がある・

Ⅳ.メ ランジェの放散虫

メランジェ帯の定義および解釈につ い て は平ほか

(1980,本 巻中)に 詳述されており,本論文において

他に

lr′ JωJ%″ sp., Cr77σ″′α Sp., Aκλα
`ο

ψο22ク′′″_

■″″
'Sp., Cリクノοα″ 力ο″″α sp., 0あ ′σ″;=ル′″α

,,Arr力α′οノがοクο222″″ Sp.,Pん αャノlヵ′″α Sp.

手がみとめられる・

Index fossilは 前出の 3種のみであるが,数百個

=つ観察が可能な事と共に再堆積種がない事などか

´`.こ の砂質泥岩の堆積時代は COniacianな いし

Carnpanianと 考えられる・

■0139,,嶋村清氏採集

:1村市蕨岡藤,後川左岸

二 黒色砂質泥岩

F :i】 卜、11■ 下部の,`」 汰の悪い砂岩および砂質泥岩の互

■からなり,部分的にスランプ構造がみられる・

= 黒色泥岩から産出する放散虫は保存の良好なもの

1:多 いが,W0139は あまり良くない 時代を規定

rら 種は多くはないが,個体数が多い事と再堆riTT

ll観察されない事から下記の種によりCOniacianな

しヽ Campanianと 考えてよいであろう・

Crο″yο″227α (?)ηοグοsα PESSAGNO

_1′ ルυJα 777 gα′′οttαyJ(WHITE)

1′″′力́ ッ″グα″ Sιοε々J CAMPBELL and CLARK

Dをかο″2r″ ノb′ 2220Sα SQuINABOL

Ps′ 2r′οα″′9′ /2αε″S′
`″ `Jε

″′αιαs(VVHITE)

t也に

F'コ′:`′′ιrα εε″zι 227 Sp., Cr″ι′′′α sp., Psι t7′οα
“
′ο_

,4コε″s sp., Aκんα′ο電′ο″99′″ι″″222 Sp.,Aαルο″_

・ 2(?)sp., 0′みた″′檎 ′222α Sp., 3T),`″
'ψ

力ο‐

‐〃ノ′sp., A′σ力α′ο〆″″ο″力rα sp

手も産する・

ヽ0138,嶋村清氏採集

中村市蕨岡藤の東方約1500mの地点

二 魂状泥岩
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高知県四万十帯北景 (白亜系)の放散虫化石

ま,そ の中で時代的解釈の基礎となった放散虫につい

て概略について述べる。 (第 1図および第 2図参照)

a・ 月見山メランジェ (第 1表 ),

このメランジェにおいては,上部ジェラ系の赤色チ

ーー トプロック (TUK-16′ )を含む。 このチャー ト

=コ ンク:こ |ま , California Coast Range から PES_

AヽCNO(1977a)に よって報告された上部ジュラ系の

二集が含まれる。このプロック中の ■σα″ι力οσJκ″sグた―

‐■0“″″OS(SQUINABOL)|ま, Valanginianま でそ

1レ ンジが延びるが, 3"れ
'α

た9夕 sο″ゴPESSACNO
う Pα′ο″α′′′α属の 3種はいずれもジュラ紀に絶滅し

て t｀ る と さ れ る 種 で あ る .一 方 FoREMAN(1973)に

兵 っ て , 動

“

rosク′″S ″α″σ′グ α (PARONA) と さ れ

t種は PESSACNO(1977b)に よ り P.σο″′J多″′ηsお

′P.′ Sοル門 に poreの大きさ,密度や Spineの形

式で細分される。当プロック (TUK-16')か らは,後

=そ
産する。このほか,TUK-2の ように Valanginian

=ス
すチヤー トプロックもある。また赤色頁岩は再堆

■電を含み,共存帯からは Albianか ら Cenomanian

乏ます (TUK-22,22-2,26な ど).

b・ 手結メランジェ (第 2表 )

弓見山メランジェ中のチャー トプロックと同様に少

営_D再堆積種を含む,Valanginianの チャー ト(TEI―

“

 他に Cenomanianの 赤色頁岩 (TEI-17-3),

TEI-20),(TEI-201)が 広範囲に分布 する。ま

t TEI-16の 黒色頁岩より産する放散虫化石には,

inま で Campanianか らその産出が報告されている

P」
“
′Jらた″んJ″″ みんαJル″sがs PESSAGNOも 含まれ

二_手結メランジェを含むこれらの黒色頁岩はすべて

Cmiacianよ り若い時代を示す。

c・ 久重メランジェ (第 3表 )

'、
重メランジェは手結メランジェの走向の延びの方

■1位置し,みかけの全層厚は 300m以上に達し,高

モ具下の四万十帯中に存するチャー ト岩体としては最

■厚い・放散虫の保存はきわめて悪く,チ ャー ト中か

ら教点的に産出するのみであるが,た とえば KUE―

ヽ と KUE-50にみられるように Cacr″s属の特徴

重が産し, Mゴ札ルs″S属,Pα″αη″′ル″ sp. とぁゎ

てて考えると Up.Valanginianの 堆積年代を示すも

■もあるらしい。また,一方 では 〃ο′ο

“

″′οσα″ゴ″″

"力
″′DuMITRICA sensu lato,や Ps`″′

"あ
りο″ルrα

ヤ́Z′οπα″∝″ねα′α(SoUINABOL)等 の後期白亜紀

前期の生存期間に有する種を含むチャート(KUE-2)
(KUE-21)も あり, これらの時代の間に大きな

時間 隙々が存在するのかあるいは一連に堆積したチャ

ートがあるのか不明である・

d・ 横浪メランジェ (第 4表 )

予察的研究の結果は岩相と時代の関係について手結

メランジェと同様な結果を得た。

これまで層状チャートからは,Valanginianを 示す

放散虫群集 (中世古ら,1980)が知られており,他に赤

色頁岩は,Cenomanian,Turonianを 示し灰緑色頁岩

から|ま ,Pκ″あα″′9′みα
`″

S cf. ′′″′Jσ″Jα

`″

s(WHITE)

を産し Coniacianよ り新しいと考える事ができる・

e・ 土佐安和メランジェ (第 5表)(第 5図 )

赤色のチャートには,M7″ウ%szs Sp.Pα rυ燿″g%′α

sp.な どのジュラ系ないし下部白亜系を示す放散虫の

みからなるものの他に,そ れらの群集と共に,″ο′οσッー

タ
`ο

σα″ゴ″″らαrらzJ DuMITRICA,〃 .α Sιル″sお PESSA_

GNO, NOυ′αゴι″s ″ダα″g力′J″ゴ PESSAGNO, Tん α″‐

α″α惚″′ια(SQUINABOL)等 の代表 的 CenOmanianを

示す群集を産するチャー トが多い。一方灰緑色ないし

暗灰色頁岩からの群集は例外なく,チ ャー トより新し

い時代を示しておリー部には AWA l18の 試料にみら

オ■るように Pw〃のα′9′力ασ″S′′″ビσzJ″″s(WHITE),

Orみた″屁ゎ″ α υαοα′″SJS(?)PESSACNOな ど,

PESSACNO(1976)の COniacianか ら 出 現 す る と さ

れる種も含まれる・

f・ 興津メランジェ (第 6表 )

他のメランジェと同様にチャー トおよび赤 色頁 岩

は,灰緑色頁岩や黒色頁岩より堆積時代が古い事が示

される。しかしながらこれまでに明らかに下部白亜系

を示すプロックは知 られておらず,ま た下部白亜紀の

再堆積種も見出されていない事は,興津メランジェの

特徴をなしている。

OK1 1′ ,OKI-3′ は 黒 色 頁 岩 で あ る が , これ か らは

DJιクο″ル α ″ ″′ιたοsιαια ZITTEL, 0め た″ びレ πα

υασ″ ″SグS PESSACNO等 の  COniacian～ Campanian

を 示 す 放 散 虫 化 石 も産 す る・

V.結 語

高知県下に分布する四万十帯は,その岩相および時
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代から北帯 (白亜系)と 南帯 (第二系)に大別される

(甲 藤,本巻中).北帯においてはこれまでに, 砂岩

や泥岩を主体とする陸源性堆積物やメランジェの多様

な岩相を示すプロックから約2000個 の放散虫化石を含

む試料を検討した。放散虫化石の多くはこれまでに,

ルーマニア, カリフォルニアや DSDPか ら公表さ

れた種に同定され,群集の組成も近似する。その結果

200点 を越える試料で放散虫化石種の共存関係にもと

ずく時代決定,国際対比が可能となった。その結果は,

1・ 四万十川流域では,四万十帯北部に分布する須

崎層は CenOmanian前 期に堆積し,南に 順に分

布し同じく陸源性砕屑物からなる下津丼層,野々

川層,中村層 は COniacianか ら Campanianに

わたる時代にそれぞれ北方上位でくり返し累重し

た地層である事が明らかになった。北帯最南部に

分布する有岡層は, 浅海性軟体動物化 石を多 産

し,放散虫化石からもMaastrichtianの 可能性を

示している・

2・ これら一連の 陸源性砕屑物の 間に分布 するメ

ランジェ相は各々,後期ジェラ紀,Valanginian,

Barremianな いし Aptian, Cenomanianと 生成

時代の異るチャー トを含む・各メランジェ帯に合

まれる最も古い時代を示すチャー トプロックは,

北部に分布するメランジェ帯ほど古くなる傾向が

ある。

3・ メランジェ帯中のプロックを包有するマトリッ

クス, これは主に多色頁岩やせん断作用を受けた

頁岩からなるが, その時代は COniacianな いし

Campanianを 示 し, この事は メランジェ相を挟

在する陸源性砕屑岩と同時期に堆積した事を示し

ている。

4・ 仏像構造線に近い須崎層の頁岩からは三畳紀型

放散虫化石の再堆積が,ま た室戸半島において四

万十帯を北・南帯に分かつ安芸構造線に近接する

大山岬では,大量の上部白亜紀を示す放散虫化石

が始新世を示す放散虫化石群集と混在 して産出す

る。これらの再堆積した放散虫化石群集は堆積物

の供給源を知る上で重要であろう・
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Radiolarian fossils from the Northern Shimanto Belt (Cretaceous)

in Kochi Prefeeture, Shikoku

Makoto Oreprune
Department of Greology, Faculty of Science, Kochi University, Kochi 780

This paper reports the radiolarian age analysis of the northern Shimanto belt (Cretaceous).

More than 2000 samples from various rock facies, including clastic sediments as well as

pelagic sediments of melange facies have been analysed. The recovereded radiolarian fossils

show greater similarity to the preveously reported ones as from Romania, California and

deep-sea cores of DSDP. Among these samples, over 200 samples have sufficient diversity
to establish the concurrent range relationship for international correlation.

In the Shimanto River area, the Susaki Formation (turbidites) yields the Lower Cenomanian
assemblage, and to the south of lhis, the Coniacian to Campanian clastic turbidites, the

Shimotsui, Nonokawa and Nakamura Formations, are exposed with north younging stratig-
raphic attitude. The Maastrichtian radiolarias occur with shallow marine molluscs of the
same age from the Arioka Formation, which occupies the southern most margin of the
northern belt. Sandwiched with these clastic sequences, belts of melange are exposed which
includes exotic blocks of chert and red shale in sheared shale "matrix". These blocks of
melange range in age from Late Jurassic, Valanginian, Barremian-Aptian and Cenomanian,
and older blocks tend to occur to in the northern side. The matrix of melange is composed
of varicolored shales and sheared black shales yield Coniacian to Campanian age which is a

time equivalent facies of turbidites.
In the Susaki Formation, reworked Triassic radiolarians are found. In the Ohyama-misaki

Formation, a mixed assemblage of the Upper Cretaceous and Eocene radiolaria occurs. Such
reworked assemblages are imp.ortant for the estimation of source rocks of the Shimanto belt.
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Table l-1. List and range of radiolarians from Tsukimiyama(TUK_no.)Mclangc.

TUK-2, Red chert
Eucgrtidiuml?) ptgctun
Mirifusus bailegi
obe s aca psu 1a morroens j s
PantaneT 7 ium corriganens i s
ParvicinquTa boesii
Podobursa cf . triacantha
Archaeodictgomitra sP.
PseudoeucArtis(?) sp.

TUK-2-1, Gray shale
IloTocrg ptocan i um barbui
ThanatTa conica
IVouixitus sp.

TUK-10, Bedded red chert
ThanatTa conica
Cruce-l-la sp.
ParonaeTla sp.

TUK-l1, Bedded red chert
Thanarla conica
Alievium sp. A

TUK-15', Red chert
Acanthoc i t cus d i c t anoc antho s
EmiTuvia hopsoni
PantaneTTium cf . fischeri
ParonaeTTa elegans
P. exotica
P. ewingi
Atchaeospngoptunum sp.
Obesacapsula sp.
PatvlcinguTa sp.
TtLpocgcTia sp.

TUK-16, Red chert
/{irlfusus sp.
Obesacapsu-Za sp.

TUK-19r, Red shale
Sguinabolium sp.

TUK-20, Red chert
Obesacapsuia morroensis
Archaeodictyomi tra sp.
obesacapsu-la sp.
ParvicinguTa sp.
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Table l-2.(Continued)

AGE

SAMPLE

J. L. Crete U. Cret.

Ti BeiVal HalBalAplAl Ce!Tul ColSalCa

TOR-22, Red shale
IVorrlxJtus cf . rnaclaughlini
rulta sp. A

, rvovixltus sp.
Atcharodl.ctyomi tra sp.
oDesacapsula sp.
ParrrlcJngula sp.

: Sq'uJnabollum sp.
.' ?hanarla sp.

Xltus sp.
Zlfondlun sp.

TaK-22-2, Red shale
' 

AllevLumsuperburn
. Crolanium ttlquetrum
' Pseudodlctgomltra Todogaensls

SquinaboTTun fosslljs
, Tt]Enatla ptaeveneta

Arcaeoitictvoml tra sp.
HoTocrgptocanJum sp.

' IVorrixltus sp.
'. Plaeconocatgorana sP.
.i xitus sp. 

i

tt HoToctgptocanLum batbui 
I

if 
oDesaeapsula(?) sp. 

I

iiTt K-26, Red shale Iirltl otctgonttra fotnasa 
I

{ a. cf . fontesa 
I

I rlrifusus baTTegi 
I

il lvonxltus cf . naclauqhlinL l

*' ob"t^"ro"ula cf. *o-rrc,"nsls I

I rrr"r,rrr, conica 
I

E r. cf. pulchra 
I

It r. eTeqantlssina i

Il squtnabollum fossill" 
I

I obesaeapsula sp. 
I

I PseudodlctgonLtra sp. . Iprux-ae-r 
I

N oictgonitra formosa 
I

ll pseudodictgomltra pentacoTaent
I rhanarJa conica I

ff eawtcingura sp. 
I

[rux-:a-z I

l! rucurttdlum sp. 
I

Fux-ao, Red share 
I

ll soulnaaollum cf. fossllls I

fi r'n rrtl, ptaeveneta I

lf r. veneta 
I

fi ttoTocrgptocanium sp. I

[i rhanarra sp. I

ト 一

一

一　　一
ー

H

ー

ト

一

ト

→

呵

一
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一

一

ー

一

→

一
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Table 2-1.  List and rangc of radiolarians from Tci(TEI― no.)Mclangc,

SAMPLE     ＼          AGE VAL JHAU JBAR。 IAPT,lALB JCEN JTUR JCON.

AWA-05, Greenish siltstone
block

HoTocrgptocanium sp.
Fseudodictgomitra sp.
SquinaboTTium 1p.
?hanar-?a sp.

AWA-08, Greenish gray
siliceous shale

Dictgomitra sp.
. HoTocrgptocanium sp.

AWA-09, Greenish gray sili-
ceous siltstone

Archaeodictyomi tra sp.
Itdrifusus sp.
Ptaeconoca?yornma sp.

AwA-10, Greenish gray
siliceous shal-e

HoTocrg ptocanlun barbui
Ptaeconocanium sp.
SquinaboTlium sp.

AWA-I1, Gray siliceous shal-e
Anphipgndax stocki
Ptaeconocaniomma sp.
HoToctgptocanium sp.
Actinomma sp.
ATieviun superbum
Anphipgndax eTTiptica
Arcaeospongoplunum sp.
Pseudoaulophacus sp.

AWA-12, Light gray shale
ectinonma sp.
Alievium sp.
Amphipgndax sp.
Dictgomitta fotnasa
uictosciadiocapsa sp.
PseudoauTophacus sp.

AWA-14, Red chert
Obesacapsula sp.
fhanar-Za sp,

AWA-15, Red chert
Dictgomitra sp.
Holocrgptocanium sp.
Ptaeconocalgor?una sp.

AWA-17, Red chert
Thanatla conica

―
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Table 2-2. (Continued)

SAMPLE

?taeconocarqomma sp.
DictrTomi tra sp.
Hemicrqptocapsa sp.
Thanarfa sp.
-rseudoa uI ophac us 7 ent icu-Za tus

IEI-82, Red silty shale
A1 ieviun praegaT Towau i
Dictgomitta formosa
Amphipvndax sp-
Archaeodictgomitra sn.
orbicuiiforma sp.
?taeconocarqomma sp.
-rseudodictgomi tra sp.
ThanarTa(?) sp.

IET-103, Red chert
Curucella sp.
>antanel-lium sp.

-EI-107, Red chert
trmnhipqndax eTTiptica
Trchaeodictgomitra sp.
',!irifusus sp.
?arvicinguTa sp.
sethocapsa sp.

EI-114, Red chert
ThanarTa conica
Dictqomitra sp.

-cI-119, Red siltrr shale
.4lievium sp.
.lmphipqndax sp.
Jruntoamphorella sp.
Dictgomitra sp.
lloTocruptocanium sp.
)rbicuTiforma sp.
?raeconocatyomma sp.
?seudoauTophacus sp.

IEI-201, Red shale
?seudod ictgomitra pseudomactocephaTa
lloi oc rq ptocan i um j a pon i c um

Thana r 7 a e-? eqantissima ( ?)
veneta

-Dodobursa sp.
?raeconocatyomma sp.
Stgchomitta sp.

:EI-318, Red chert
HoTocrq ptocanium japonicum
Dictr.lomitra sp.
Sethocapsa sp.
Soongostglinae gen. et sp. indet.
ThanarTa sp.
.Yi tus sp.

＝
些
口
■

LoCret。 Uo Cret.



AGE

SAMPLE
L. Cret. Uo Cret.

Be Va Ha Ba Ap A■ Ce!TulCol SalCa

TE■ -3■ 9′  Red sllty shale
πo■ ocryptocanittm sp。
OrbJc● 2」 fOrala sp.

TEエ ー320′  Red silty sha■ e

DlctyOmitra Formosa
Amph」pyndax sp.
Orbicuユ 」fOrma sp.

ー

ー

岡村 真

Tablc 2-3.(COntinucd)

Table 3.  List and range Of radi01arians frOm Yokonami(Y()K― no.)Melange:

■WA

1

1

■

AWA

]

P
T

A
D
″

P
X

鵬 A.

H
″

D
扁

2
X

■ WA‐

2
H4

2

aWA…

及

鵬 A‐

■」

Az

Q
晨

Ps

mA…

Hc
Ps

AWA―

C2

Hc
Oヱ

AWA―

Ho

AWA―

Ho

SAMPLE     

―

    AGE cEN. I TUR. I CON. I SAN. I CArvt.

YOK-01, Massive red shale
Itovlxl tus taclaughl LnL
HoToctgptocanlum sp.

YOK-02, Red shale
LLthocanpe ( ? ) eTeganti s s lna
HemLctgptocapsa sp.
PateIIua sp.

YOK-03, Red shale
HoToctgptocanj ura barDuI
Archaeodlctgomi tra sp.
HoToergptocanium sp.

YOK-O4, Gray shale
Pseudoaulophacus cf . -?entjcu-latus
Allerrium sp.
f;mphlpgndax sv.
Dlctgonltta sp.

一
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Tablc 4-1. List and range of radiolarians from Tosaawa(AWA―no.)Melange.

一

一
ａ

一

一
一　

一

】

】

】

】

一

SAMPLE        ―        AGE VAL.IHAU.IBAR.lAPT oALB.に EN.IrUR.lCON.

AWA― ■01′  Red chert block

Hoiocryptocanium astiensis
H.
″.

tubercuTatum
bazbui

AWA-102, Red chert block
HoToc rg ptocani um barbui
Podobutsa triacantha
?hanarTa conica
Archaeodictyomitra sp.
oLctgomitra sp-
lVovixi tus sp.
ParvicinguTa sp-
xitus sp.

AWA-103, Red chert block
Ho Tocrq ptocani um asti ensjs
H.
Dictgomitra sp.
HoToctgptocanium
?hanar.La sp.
xitus sp.

barbui

sp-

AWA-1-O4, Red chert block
Dictgomitra cf. formosa
EoToctVptocanium barbui
Dlctqomitra sp.

AwA-105, Greenish gray siliceous
siltstone

HoTocrvptocanium sp.

AWA-106, cray shale matrix
ATieviun superbum
Amphipgndax sp.
Crg ptoamphore-U -la sp.
Hemicrgptocapsa sp.
PseudoauTophacus sp.

AwA-l07, cray shale matrix
IloTocrgptocanium sp.
PseudoauTophacus sp.

AWA-108, Gray shale matrix
Crqptoamphorella sp.
HoToctgptocanium sp.
orbicuTifotma sp-

AWA-109, Gray shale matrix
HoToc rg ptocani un ba rbu i ( ?)

AwA-110, Red chert block
IloTocrg ptocanium barbui (?l

H

ー

一

Ｈ一
―

・・・
。

一

t----.
l-

}_...
l-

l--.
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Table 4-2. (Contimued)

|

SAMPLE \ AGE VAL I HAU IBAR IAPT I ALB I CEN un I CoI.I

H. geysersensis
ThanatTa conica
r. puTchra
PatvicinguTa sp.
Xitus sp.
Dictgomitra sp.

AWA-lll, Gray shale matrix
Dictgomitra fotmosa
Alievium(?) sp.
Pate-IJua sp.

AWA-112, Green chert block
?hanarla sp.

AWA-II3, Gray shale matrix
Dictgomitta fornasa

AWA-II5, Green chert block
EucArtidiun(?l ptgctun
Holocrgptocanium sp.

AWA-116, creen chert block
Alierz-tum sp.
Crgptoanphorella (?) sp.

AWA-118, Gray shale matrix
DLctgomitra formosa
otbLcuT i forma racaensis ( ?)
Pseudoau Tophacus -I entjcu-Ia tus
HoTocrgptocanium sp.

AWA-I19, Red chert block
HoTocrg ptocanjurn astiensjs
″.

″.

barbui
cf - barbui

ThanatTa eTegantissina
T. veneta
DLctgomitra sp.
Novixitus sp.
Podobutsa(?) sp.

AWA-122, Black shale matrix
Thanarla conica
Slievium sp.
Pate-IIua sp.
Ptaeconocatyomma sp.

AWA-123, Red chert block
Thanatla conica

AWA-I24, Red chert block
ThanatTa conica

)-a

t-.--.

a_

a- ---

［‐　一胴　　　胴
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Tablc 4-3. (Continued)

AWA-I-24, Red chert bl-ock
DictgomLtra sp.

AWA-125, Red chert block

Archaeod I ctgomi tra s-7.1 terl
Dictgonitta (?) Jacrimu-la
Llthocangn (?l elegantL s s lna
IVovlxl tus nu.c 7augh7 lnl

r.

T.

.-l
h-l

!---
Ft

--.-
PseudodlctgonLtta p5eudonacrccephaTa
Thanarla conLca

elegantisslma
veneta

ArchaeodLctyomJtra sp.
Dictgomitra sp.
EoToctLptocaaium sp.
lVorrixltus sp.
Obesacapsula sp.
PodoDursa sp.

-L29, Black shale matrix
PseudoauTophacus sp.

―■31′  Red chert

Archaeodlctgomltra sp.
Ctgptoamphore-lJa (?) sp.
DictyomJtra sp.

-133, Black shale matrix
PseudoauTophacus sp.

-138, Greenish gray sili-
ceous siltstone

EoToctgptocanlum barbui (?)

-141, Dark gray shal-e
(matrix)

AmphLpgndax(?) sp.
Curce.lla sp.
-01′  Red chert

HoToctqptocanJum sp.

, Red chert
Holoctgptocanium sp.
SqulnaboTTlum sp.

-03, Dark gray shale
matrix

Squinabollum sp.

, Dark gray shale
matrix

Dictgomltra sp.
SquinaboTTium sp.

―

・ ―
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Table 4-4。  (Continued)

AGE

SAMPLE

Lo Cret. Uo Cret. SA

AWA― ■

¨
”
Ｐｒａ
ｂ

AWA-2

産
励
け
摯
血
潰

se lva I Ha I sa JAp lA1 Ce lTulCOISalCa

TEI-08, Red chert 
I

Eucartliliunl?l ptgctum 
I

Pawicingila boesil 
I

Podobutsa trLacantha 
I

Thanarla conica 
I

LLthocampel?l eTegantisslna 
I

Arclneospongoptunum sP. 
I?hanarla sp. 
I

TEI-16, B1ack shale I

Anphipsnitax stocki 
I

Pgtamispngia glaseockensis 
I

PatuTLbracchlum cf. ruestj 
I

PseudoauTophacus ef. f.Ioresensis 
I

PateTTua cf. planoconvexa 
I

PatuTtbracchjum delvaIiensis 
I

AnphLpgndax sp. 
I

Alievium sp. 
ICrucella sp. 
I

Patull.bracchium sP. 
I

Phaseliforma sp. 
I

PseudoauTophacus sP. 
I

TEf-17-3, Red shale I

Dictgonitta forlrr;sa 
I

Hemictgptocapsa poTghedta 
I

ThanarTa conica 
IDictgonitra sp. 
I

Hemicrgptocapsa sp. 
I

HoToctgptocanium sP. 
I

PseudoauTophacus sp. 
I

rhanatla sp. 
I

TEI-20, Red bedded chert 
I

P s eudodi ctgomi tra pseudornactoc epha
IloTocrgptocanLum gegsersensis 

I

ThanarTa conLca 
IT. eTegantissima 
IT. pulchta 
IT. veneta 
I

Archaeodictgomitra sP. 
IiVovixltus sp. 
Ixitus sp. 
i

TEf-21, Red silty shale 
I

ATieviun gaTTowasL 
l

Amphlpqndax stocki I

A. el■ lptica
DLctgomitta fortrrcsa
AnphLpgndax sp.
Archaeodictyomitra sp.
AIievlum sp.
PseudoauTophacus sp.

1

一

一

1
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Tablc 4-5. (Continued)

eWA-l-8, Red chert

ODesacapsula sp.
ParvicinguTa sp.
Ptaeconoca"gorruaa sp.
?&anarla sp.

…22′  Red chert

Dictgomitra sp.
floTocrgptocanium sp;
f,orzjxltus acTaughTini
SqulnaboTTium sp.
?hanarla sp.
Xitus sp.
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Explantion of Plate 19

All specirncns from Tsukirniyama M61ange Zone, red chert block, sample number. TUK-16'.

青木隆弘氏採集

Figures l, 6. Pα″ια″
`″

ゲ″″ ′sιλ′rゴ (PESSACNO) ×700 PESSACNO, 1977a, p. 78, pl. 6,

ngs. 3, 4.

P.力σあ″′は P. ″ルルJど の Spineよ りせまい grOOveを もち, 殻 (tesの はより長い。

一方本文の P.ιο″ゴ多″′″轟 (Valanginian typO,pl.2, ng.1 にくらべると poreが

小さく,その数が多いことや,gr00veがせまいことなどから区別される。

Range;Upper Kimrneridgianか ら Upper Tithonian

Figure 2. Pα ″ο″αノ′α(?)ωοrZ″ゴPESSACNO ×700 PESSAGNO, 1971, p. 50,pl. 19, ng. 6

Pα″ο″α″ノα属として分類される他の種とは放射状の丸い腕の先端に 1つの spineが ある

ことで区別される。

Range;Tithonian

Figurё  3. Pα′ο″α″ノα(?)′″οιたα PESSACNO ×700  PESSACNO, 1977a, p.7Q pl. 1,ngs.

12, 13.

腕の先端に丸ないし楕円体の tipが付 く特徴は,P.(?)`ω Jπ gご と似ているが,よ り大

きい Spineを もつ点で,ま た腕と平行に強い ridgeが通ることで異る・

Range;Upper Kimmeridgianか ら Lower Tithonian

Figure 4. Aκλα′οψO″″クr″π Sp.A× 700

A. ル″αッ′PESSACNO, 1977a, p. 73, pl. 3, ■gs. 1, 2,4よ り
「

れ Sヽpineを もち,

より強 くねじれている。

、   Range;Upper Kirrlmcridgianか ら Lower Tithonianの 群集に伴って産する。

Figure 5, 9.  Pα rο″α′″α sp. A ×700

P.み
"″

″J″α″″ に似るが,先端中′とヽの Spineがより大きい事で区別される・

Range;Upper Kinlmeridgianか ら Lower Tithonianの群集に伴って産する.

Figure 7.  Pα Aυ″Jπg″′α sp. indet. ×700

‐
Mゴr`ル S″S Sp.と 共産するが両者とも保存が不良で,種の同定は困難である。

Figur0 8. Aιαη′あοιJκ″s′を″α220rα ″ιλOs(SQUINABOL)× 400  PESSACNO, 1977a, p. 73, pl.

3, flg. 5; 1977b, pl. 2, flg. 6: FoREMAN, 1973, pl. 4, ngs. 4, 5; RIEDEL and

′     SANFILIPPO, 1974, p. 23 pl. 4, ngs. 3～ 5.

中央の Shellは欠けているものがほとんどであるが, ring上の 2つに分れた月ヽ突起によ

り同定が可能である。

Range;Middle Tithonianか ら Upper Valanginian





ExplanaticDm Of Plate 20

All speciinens from Tsukirniyama M61ange Zone, red chert block

青木隆弘氏採集

Figures l, 7. Pα″Jα ″″′ゴ″″σο″ri酢″′πsブs PESSACNO× 700  PESSACNO, 1977b, p. 33, pl.

3, ngs. 5, 6.

3本の拡い ridgeと せまい grOOveを もつ spineで 特徴づけられ,ま た Pα″″α″″Jゴ″″

属の他種とは,大きく数の少い poreを 有する事で区別される・

Range; Upper Valanginian

Sample;TUK-02

Figure 2. Pοグοιzrsα  ″r″σα″ι力α (FIscHLI,)× 700  FoREMAN, 1973,p. 266,

1-7;PESSACNO, 1977b, pl. 11, p. 57, ng. 6

Range;Upper Kinllneridgianか ら Upper Valanginian(by PESSACNO,

Sample,TUK-20

凹凸の少ない表面に多数の小さな poreを 配する。

Range; Cenomanian から Lower Turonian (?)

Sample;TUK-22,月 見山メランジェ帯中の赤色頁岩

pl. 13, ngs.

1977b)

Figures 3, 9. Pα″あJπ g″′αらο′sびび(PARONA)Fig. 3, ×700 Fig. 9, ×400    PESSACNO,

1977b, p. 48, pl.‐ 8, ng. 5

殻をとりまく強い ridgcと 完全を持ち COStaeを欠く事は P赫 レg″″α属の特徴であ

り,さ らに post abdominal chambcrは 一たんふくらみ増した後,急激にJヽ さくなる・

Range; Middle Tithonian から Upper Valanginian

Sample;Fig.3, TUK-16;Fig.9,TUK-02

J■ gure 4, ハイ′rl′πs2Sらα:ιのがPESSACNO ×700 PESSACNO, 1977a, p.83, pl. 10, flgs, 6-8;

1977b, pl. 8, ng. 5

大型の種で80メ ッシュのふるいにかかる事がある。Pα″売 ルg%′α属より弱い ridgeに と

りまかれている.こ の図では,部分により穴の規則性に差異のあることがわかる・

Range;Tithonianか ら Upper Valanginian

Sample;TUK-02

Figure 5. 0レ sασ
`ψ

s″′α (?)Sp.indet.× 700  Sample;TUK-02

Figurc 6, 11.  Ps`″グοグた″yο″″rα sp. indet.  ×700

Sample; Fig. 6, TUK-02; Fig. 11, TUK-16

Figure 8. Tあ αηα″α οο″たα (ALIEV)× 700 PESSAGNO, 1977b, p. 45, pl. 7, flg。  1

小型で単調な conical fromを 示す η物″α″α属の種である。保存の良い個体では刃状の

足が出ている事がある。本種は上位の地層への再堆積の機会が多い。

Range;Upper Valanginianか ら Aptian

・    Sample;TuK-16

Figuve 10.  Ezり ″′′′″π (?)′ινct“π RIEDEL and SANFILIPPO ×700 RIEDEL and SANFILl―

PPo, 1974, p. 778, pl. 5, flg。  7;pl. 12, ng。  14, 15; PESSAGNO, 1977a, p. 94,

pl. 12, flg. 7.

三つの部分からなり,頭部の apical horn,二番目の Segmentは 小突起を有し,poreを

介して縦の ridgeの発達する3ゝ くらんだ segmentに 移行する・η物″α″α
`ο

″たα と共に

再堆積されやすい種である・

Range; Upper Kimmeridgian から Lower Tithonian

Sample; TUK-16'
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Figure l.  Tん α″α″α″′多π″おs′πα (CITA)× 700 PESSACNO, 1977b, p. 46, pl. 7, ng. 10
■ 

“
″″α に似るが ridgeの 発達した, より長い上部とふくらみの 弱い下部で 区別される。

御物″α″α属の特徴である刃状の足が残っている事がある・
Range; uppcr Albian から Lower Cenomanian
Sample;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 2. 〃′οσックιοια″′Zπ みαrι″び DuMITRICA ×700 DuMITRICA, 1970, p. 76, pl. 17, ngs.
105-108a;pl. 21, ng. 136; PESSACNO, 1977b, p. 40, pl. 6, ng: 18
球体 (abdOmen)中 に隠された頭部へつらなる大きな sutural poreが 本属の特徴である・
Sample;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩 .

Figure 3. Aκ み́′ο′′σクοπル′α Sp.A× 700

円錐状の上部と同筒状の下部の 2つの部分にわかれる z4κんα
`ο
どをクο″2ル″ 属の一種・

Sample;TUK-22,月 見山メランジェ帯中の赤色頁岩・

Figure 4. Thα ″αrJα っι″′′α (SQuINABOL)× 700 PESSACNO, 1977b, p. 46, pl. 7, flgs. 12, 17.(not
flg. 5)

頭部にゆるやかなお、くらみをもつ T/2α力α″α属の一種
Sample;HOS― H,月 見山メランジェ帯中の赤色頁岩

Figure S. Hダοσψ tοσα″滋%η ′″ο2疵″″ NAKASEKO and NIsHIMURA ×400 NAKASEKO and NIsHト
MURA, 1979, pl. 5, ngs. 8, 10.

頭部は球形の胴体の中にかくされており,連結部は大きな sutural poreを なす。表面のゴルフボール

状のくぼみの中には 1つづつ月、さな poreヵ あ`る。

Range;Cenomanianよ り TurOnianま で (?)
Sample;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 6. Pャ α′ο′ictνοπ″rα ハι″どοπαι′OCe,λα′α (SQUINABOL)× 400 PESSAGNO, 1977, p. 53, pL
3, ngs. 2, 3; 1977b, p. 51, ngs. lQ ll.

大きなギボウシ状の頭部をもち,COStaeは 幅広く,大 きなくぼみがとり囲んでいる。COstae間 の月ヽさな
poreは 2列あり,互いちがいに並ぶ・Campanian型の Pャ″′

"ゎ
οπ″″Sp.A(本論,pl.4,ng.c

とは,頭部の costaeを 欠く事また胴体末端の COstacま で大きなくぼみが発達する事で異る。
Range;Upper Albianか ら Lower Cenomanian
Sample;YH,162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 7. E乱οσゅ ιααπ′″π

“

ysιrs`″stt PESSAGNO ×700 PESSACNO, p. 41,pl.6,flgs. 19, 25, Ж
胴体はややダ円体状を示し,表面には poreを もたない小突起を配する。各々の小突起はそのまわりに

5～ 7個の poreがとりまく。その数は Fi αstル,,sJs,ユ ιzレκ″′αιπ″ より少く,胴体の sutural pore

はより大きい。

Range;Lower Cenomanian(by PESSACNO, 1977b)
Smttle;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figures 8, 12. 象ぃ iτ″″sπ″α″タリ″″′PESSAGNO flg. 8 × 1000, flg。  12 ×200 PESSACNO, 1977●
p. 54, pl. 9, flg。  17.

ephalisの 一部は欠けているが表面に pOreは なく,thoraxと は一列に並んだ poreに よってわかれる。

胴体部はまわりに多くの poreを配した突起にとりまかれているが,特に胴体最上部の突起は大きく,そ
こではダ円状の poreに とりまかれる・
Range; Lowcrmost Cenomanian
Sample;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 9.Aκ みα′ο′Jσクο″″″ Sp.× 200
SamplQ;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 10. H′″たoν,αα
^α

 Cf.夕αりたι′′α DuMITRICA ×400 DuMITRICA, 1970, p.72,pl.14,ngs
85a― c.

多くは五角形をした, くぼんだ面から構成される殻をもつ。それぞれの面には 8～ 10個のより小さなく
ぼみがあり, くぼみの中央には poreを 1個づつ有する・
Ranget Turonian(by DuMITRICA, 1970)
Sample;TLIK-22, 月見山メランジェ帯中の赤色頁岩

Figure ll. =y″α222′,0″ゴα gJα Sσοσ々′″sお PESSAcNO ×200 P ESSAGNO, 1976, p. 37, pl. 1, ng. 9.
スポンジ状の表面を呈 し,四つの大きな突起が発達する・ 各々の突起のつけ根の部分にふくらんだ輪i:

とりかこんでいる。

Range;Lower Cenomanianか ら Coniacian
Sample;YH二 162,須崎層,灰緑色珪質頁岩

Figure 13. Archαιο,′οπ″′″″″″π σοr`J″αι″sお PESSACNO ×400 PESSAGNO, 1973, p.60, pl.9, flト
4-6; 1976, p. 33, pl. 1, flg. 3.

スポンジ状の表面をもつダ円体 (殻)の極から2本の spineがのびる・一本の spineは , ほぼ真直に
のびひろいみぞをもつ・ 他方の spineは強 くねじれておりせまいみぞを有する。A.υαsσο′″Sお とはよ|

強くねじれた spineを もつ特徴で区別される。
Range; Lower Cenomanian から Lower Coniaclan
Sample;YH-162,須 崎層,灰緑色珪質頁岩
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Explanath of Plate 22

Figure l, 2.  Cο′″%″′〃α ιαJ〃%んη″α CAMPBELL and CLARK X700 CAMPBELL and CLARK,
1944, p. 22, pl. 7, flgs1 33, 34, 42, 43;FoREMAN, 1968, p. 21, pl. 3, flgs. la一 c.

特異な円錐,傘状の形態を示し,大きく2つの部分に分かれる。頭部は細 く poreの ない

部分からなり,離れるにつれ poreは 丸から角ばって大きさも大きくなる・ 末端部は大きく

拡がるo

Range;Upper Santonianか ら Maastrichtian(FoREMAN, 1968)
Samplc;TM 70b,下 津丼層,灰色頁岩

Figure 3.  シο″gaSαια′″Jπ%s sp. A

スポンジ状の殻から出る 2本の polar spineは ,shellを とりまく輪に連結し,その輪に

は,極例に 2本の短い “角,,が発達する・

Range;Campanian
Sample;HCA-20,下津丼層,灰色頁岩

Figure 4. Pα″%Zあ′ασ
`λ

′″″ cf. ′α″sο″′PESSAGNO ×400 PESSAGNO, 1971a, p. 35, pl. 13,
ngs. 4-6; pl. 14 flg. 1; 197Q p. 30, pl. 10, flgs. 11, 12.

3本腕の PSeudoaulophacidae科 で,腕の先端のおゝぐらみには,腕と同じく不規則な格子

状の装飾をもつ突起部が牛角状に出ている・ 中央には弱いふくらみをもつ。

Range;Campanian      ・

Sample;HGA― 地 下津丼層,灰色頁岩

Figure 5.  Pα″π″′らrαιιλ′″″ sp. × 400
Sample;TM 70b,下津丼層,灰色泥岩

Figure 6. Pャ
“
′ο′:εりοπ″″ Sp.A×  200

P.″ασ″
“
″みα′αに似るが,頭部に弱い COStacが とりまいていること,胴体の幅の ひろ

い costaeに くぼみはなく縦の ridgeが発達することなどにより区別される。

Range;Campanian
Sample;TM 70b,下 津丼層,灰色頁岩

Figure 7.  Trを グοσapsα sp. ×400 CAMPBELL and CLARK, 1944に よる・
Sarnple;TM 70b,下 津丼層,灰色頁岩

Figure 8.  Ps′ %′οα″′ψみασ″S Sp. ×200

Sample;TM 70b,下津丼層,灰色頁岩

Figure 9f AJ=“ ′%π ′″α′g2″ο鬱
`夕

がPESSAGNO× 400 PESSAGNO, 1972b, p. 301,pl. 25,ngs.

.2, 3; 197Q p. 27, pl. 5, flg。  lo.

この ngureで は spineの 先端が欠けているがその部分で Spineの みぞ (groOve)と 峰
(ridge)は 終っており A.黎″ル″″ とは異っている。

Range;COniacianか ら Campanianま で (岡村,本論)

Sample;TM 70b,下 津丼層,灰色頁岩

Figure 10. Иじルυ″″り♂z′′οω
`ノ

′(White) ×400 PESSACNO, 1976, p. 27, pl. 8, flgs. 13, 14;
pl. 9, flg。  1.

本論の pl.5,ng。 1に くらべ spineの 根もと側の grooveの 発達が著しい・ PESSAGNO
(1976)の pl,9,■g.1に よく一致する。

Range; Lower Santonian から Upper upper Campanian
Sampl,;TM 70b,下 津丼層,灰色頁岩

Figure n. Aκ みα′。グ′σクο″ル″ Sp. × 400
Sample;TM70b,下津丼層,灰色頁岩

Figure 12. Ps′ ″′οα%′ιψλασ″S pα rgy′rαι″sお PESSAGNO ×400 PESSAGNO, 1963, p. 204, pl.
2, flgs. 4, 7; pl. 6, ngs. 4, 5; 1969, p. 309, pl. 3Q flg。  4.

殻の外形はほぼ円盤状で周囲に鋸茨状の突起を配する。鋸歯の数は Pessagnoの 記載より
多い・

Range;Lower Santonianか ら Lower campanian
Sample;HGA-20,下津丼層,灰色頁岩

Figure 13.  Crzcd″ α sp. ×200

Hagiastridae科に属する4本腕の属・ 腕の交差部に弱いくぼみ (lacunの を有し,ま た先
端に spineを有することは,C`,4″ ο′ηSお に似るが patagiumは観察されない .

Sample;HCA-20,下 津丼層,灰色頁岩
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ExplanticDm Of Plate 23

All specimcns are from grayish shalc of the Shimotsui Formation, samplc number TM― -70b

except ngure 3, sample ttumber HGA-20.

Figure l. AJ″ υ′z勿 ♂2″οω4ノ′(WHITE)× 400  PESSAGNO, 1976, p. 27, pl. 8, ngs. 13-14;pl.
9, flg. 1.

円形断面をもつ Spineか らなる A′ルυ滋″ .

Range; Lower Santonianか ら Vpper upper Campanian

Figure 2 6. Craη ッο%″α (?)ηο′οSα PESSACNO ×400 PESSACNO, 1976, p. 44, pl. 12, ngs. 12-
16;pl. 13, flg。  1.

む層の殻か らなり最 も外側の殻は壊 されていることが多い・ _4σι′ποππα に くらべ Spineの 数 は少い.

Range; Upper Campanlan

Figure 3. Ps′ ″′οα″′9′力ασ″S′ο″ヤπSお PESSAGNO ×400 PESSAGNO, 1963, p. 200, pl. 2, ngs. 2
5; pl. 4 flg. 6; pl. 7, flgs. 1, 5; 1976, p. 28, pl. 9, flg. 6.

外形は三角～円形を示 し, 3本の spineの軸断面は円形である。keelは ない・

Range; Santonian か ら りpper Calnpanian

Figure 4. Crttcttα  cf. ′ψα′
`ο

′″sl PESSACNO ×200 PESSAGNO, 1971a, p. 54, pl. 18, flgs. 1-4:

1976, p. 32, pl. 8, flg。  16.

腕の表面装飾は比較的規則的な格子からなりその先端には大きな mass市e spineが 延びる。腕の交差

部には弱いくぼみがある。

Range;Santonianか ら Campanian

Figure 5。  PrαιοοηοιαりOππα″″」υ′rsα PESSAGNO ×400  PESSAGNO, p. 42, pl. 6, flgs.14-16.
Range;Lower Coniacianか ら Middle Campanlan

Figure 7. Psι ″′οαα″9′あαι″S′′″ι″″′α′πs(WHITE)× 400 PESSAGNO, 1963, p. 202, pl. 2, ngs. 8,
9; 1976, p. 28, pl.:9, flgs.‐ 11, 12.

外形はほぼ円形で,よ く発達した中央部のお、くらみをもつ・外周には円形断面の Spineを 12本配する.

Rang9;Lower Coniacianか ら Upper Campanian

Figure 8. Dたりοπ′
`″

Cf・ メ♭′″aS´ SQUINABOL ×200

Range;Lower Coniacianか ら Lower Campanian

Figure 9. z4″ ο
"″

οら
`z″

″′″α FoREMAN ×200, FoREMAN, 1971, p. 1677, pl. 4,flgs. 1,2; 1975,
p. 613, pl. lF, ngst 6, 7; pl. 6, flg. 6.

鐘状をした Nassellariaで 大きな apical hornを もち,abdomenに は縦の ridgeが発達する・
Range;Coniacianか ら Campanian

・Figure 10.  Fam. gen. et sp. indet. ×200

Figurcs ll, 12, 14. Aκ あαι●s2ο″♂″ ′%″″″ Sα ′″″ ′PESSAGNO ×200

荒いスポンジ状の表面装飾をもつ殻からなる。 2本の Spineの うち一本は強くねじれており, 2本こ
groOveの 発達した spineを もつ他方はまっすぐにのびる・
Range; Campanlan

Figure 13.  Aκた́ ′οψο22♂9′″π22″″ Sp. A ×200

殻は小突起か らなる 2本の ridgeに よりとりまかれている。 2本の pOlar spineは 双方 とも強 くねし

れている・ 多 くの標本は Spineが とれている.RIEDEL and SANFILIPPO(1974),FoREMAN(1978)
の 弓1用 して い る A. σοr`ゴ″α

“

sお PESSACNO と 似 る が , PESSACNO(1973)の  A. σO″′Jη αι″sお  と i=

spineの 形状,殻の大きさとも異り,ただ殻をとりまく ridgeが ある事のみをおいては近似しない。した

がって,本図を含め A.εοれJ″αι″sJsに は同定されない。

Range; Campanlan

Figurve 15.  D″″ο″力″α Sp. × 200

Figure 16.  Ps′ ″どοα″′9′みαε″S Sp. A × 200
外形はほぼ円形で不規則な網状装飾をもつ PS′″′οα″′″力ασ″Sで ある。Spineは 3本あり,平板状で勇
る・ keelは 発達しない。

Figure 17.  Pterocoryidac gen. et sp. indet. ×400
Tertiaryに 多くみられる形態である ng.10と共に Upper Campanianな いし Maastrichtianと 考

えられる大山岬,有岡層からも産する。第二紀に入り著しく種の多様性を増すこれらの Pteroryidaeに ビ

する種の祖先型がすでに白亜紀末期に出現することは興味深い。

Figure 18.  Micrο sοJα′′οσ
`ク

sα sp. ×400

Figure 19.  Sι Jεたο″ル′α sp. × 200
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